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１. 環境エンリッチメント推進事業 
１.１ エンリッチメント大賞 

第６回エンリッチメント大賞の企画運営を実施した。実施経過は以下のとおり。 

・ 募集期間：２００７年５月１日～６月３０日 

・ 応募結果：応募総数７０件 

・ 審査方法： 

 下記４名の有識者による審査委員会を構成した。書面による一次審査を通

過した受賞候補に対して、事務局による現地調査を行ったうえで審査委員会

を開催（８月２５日）して二次審査を行い、受賞者を決定した。審査結果は、９

月２０日に公表した。受賞者には受賞盾を授与した。 

 
審査委員会： 

正田 陽一氏（東京大学名誉教授/東京動物園協会副会長） 

松沢 哲郎氏（京都大学霊長類研究所教授） 

ロニー・アレキサンダー氏（神戸大学国際協力研究科教授） 

川端 裕人氏（作家） 

村田 浩一 氏(日本大学生物資源科学部教授) 

 

・ 審査結果 

「最優秀賞」 クマたちの丘 (恩賜上野動物園) 

「動物園人賞」 本田直也さん(札幌市円山動物園) 

「奨励賞」 和久井洋平さん (大宮公園小動物園) 

 

１.２ エンリッチメントの調査・協力 
・ ２００８年３月７日、８日に東京都杉並区で開催された第１９回飼育技術学会

の企画・開催に協力した。 

・ ２００７年１１月１７日に上野動物園で開催されたＳＡＧＡ（アジア・アフリカに生

きる大型類人猿を支援する集い）１０にて、エンリッチメント大賞受賞者発表会

と講演会を実施した。 
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２. 動物園等に関する調査研究事業 
２.１ 動物園関連情報の収集・公開、調査研究 

動物園関係書籍、パンフ、会誌、論文等各種の資料を収集し、ウェブサイト上

で動物園リストや研究会情報等の提供を行った。 

 

２.２ 動物園等に係る各種協力・助言 
(１) 横浜市立動物園改革第三者評価委員会（横浜市） 

牧慎一郎が委員として参加した。（２００７年６月６日 第 3 回委員会） 

(２) （財）千葉市動物園協会評議会（千葉市） 
評議会に大橋民恵が評議員として参画した（２００６年５月～） 

(３) 横浜市指定管理者委員会（動物園部会）（横浜市） 
選定委員会に大橋民恵が委員として参画した（２００７年１１月～） 

 

２.３ 各種団体との連携 
(１) 動物園研究会 
・ 雑誌「動物園研究」の編集を受託した。 

(２) ＳＡＧＡ（アジア・アフリカに生きる大型類人猿を支援する集い） 
・ ２００７年１１月１７日、１８日に上野動物園で開催されたＳＡＧＡ１０にて、ブー

ス展示を行った。 

(３) 動物園フォーラム 
・ ２００７年１１月１６日に須坂市において開催された第８回動物園フォーラム に

協力した。 
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３. 動物園等に関する普及啓発事業 
３.１ ワークショッププログラムの開発・実施 

実施せず 

３.２ セミナー・勉強会 
(１) セミナー「動物園医学から診たエンリッチメント」   
・ ２００７年１１月２７日（火）、文京区シビックセンター地下 1 階 アカデミー文京 

学習室において開催。 

・ 講師：村田浩一さん（日本大学生物資源科学部教授） 

(２) サポーター発表会    
・ ２００７年１２月１９日（水）環境パートナーシップオフィス エポ会議室において

開催。 

１． 森由民(奈佐年貴)さん「聞きかじり・動物園暮らし」 

２． 綿貫宏史朗さん「綿貫流・動物園の過ごし方」 

３． 堀泰洋さん「動物園・水族館への就職」 

４． 山崎彩夏さん「環境エンリッチメントで多摩動物公園のオランウータン

の生活はどう変わった？？」 

 

３.３ 情報発信 
(１) ニューズレター 

ニューズレターを２回（第２２号～２３号）発行した。 

・ 第２２号発行（２００７年６月）（特集：飼育技術学会） 

・ 第２３号発行（２００８年２月）（特集：エンリッチメント大賞２００７、国際エンリッ

チメント会議） 

(２) メールニュース 
電子メール版を月２回、携帯メール版を随時配信した。 

配信数は８４４人。（２００８年３月３１日現在） 

(３) ウェブサイト 
・ ウェブサイトについては、メールニュース発行前の月２回の更新を基本としつ

つ、随時更新し、情報提供を行った。 

・ １月より、スタッフブログを公開した。 

 

３.４ 依頼講演・プレゼンテーション 
・ 千葉市動物公園の講座で講演（２００７年１１月１８日、大橋民恵） 
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３.５ 取材対応等 
  動物園等に係る多数の取材に対応した。（年間２０件程度） 

 
４．人材育成事業 
  動物園等に関心を有する学生等に対して、適宜情報提供等を行った。 
 


